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1. まえがき

大陸棚調査室及び測量船「拓洋」は，平成4年1月

から同年6月にかけて第26回大陸棚調査として，伊

豆・小笠原海溝南部周辺海域の調査を実施した。こ

の調査結果の概要について報告する。

2.調査概要

調査海域は，父島の北東に位置し，北緯27。00＇，同

30。00’の緯線，東経142。30’及ぴ東経145。00’の経線に

囲まれた区域で北西太平洋海盆及び伊豆・小笠原海

溝の一部と上回海嶺（仮称）を包含する（第 1図参

照）。

調査期間は，平成4年 1月9日から 1月27日まで

及び同年 6月8日から 6月26日までの38日間であ

る。

調査の主測線は東西方向にとり，測線開隔は 6海

里間隔とした。交差測線は北西～南東方向及び北北

西～南南東方向に設け，必要に応じて補測線を設け

た（第 2図参照）。また，マルチチャンネル（24ch)

音波探査は調査海域南端の上回海嶺（仮称）を縦断

する形で実施した。

調査に際して，船位は複合測位装置（GPS,

NNSS，ロランC等），測深はナローマルチビーム音

響測深機（総測線距離5,262海里），地質構造はエア
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第l図調査区域図
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第 2図航跡図
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第3図海底地形図
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ガン方式のマルチチャンネル音波探査装置（142海

里），同シングルチャンネル音波探査装置（4'498海

里）及び表層探査装置（3,810海里），地磁気は海上

磁力計 PMM-100型（3'937海里），重力は海上重力

計 KSS30型（5,262海里）を使用して実施した。

3.調査結果

(1) 海底地形 （第 3図参照）

今回調査した海域は，太平洋プレートが沈みこん

でいるときれる伊豆・小笠原海溝をはさんで，西側

め陸側斜面と，東側の北西太平洋海盆の西端部にあ

たる海洋底を包括する。また南部では東西方向に延

びる長さ約150kmの上回海嶺（仮称）が海溝を跨いで

伊豆・小笠原弧の陸側斜面に衝突している所である。

東側の海洋底は，水深約5,700m～6,000 mとなっ

ているが，北部では北東一南西方向の地形的リニ

エーションが現れているのに対し，南部では同方向

のリニエーションは顕著ではない。

また，北部では北西一南東方向を示す比高300m

～800 mの小海嶺が幾っか分布しており，南部では，

ほぽ東北東一西南西に延びる上回海嶺（仮称、）が海

溝まで達し，海溝軸に鞍部を形成している。さらに

同海嶺東部の北側には，比高約3,000mの父鳥海山及
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び比高約1,400mの製島海山が認められる。

伊豆・小笠原海溝の海側斜面では，北西太平洋海

盆上の地磁気の帯状異常とほぼ直交する方向を示

す，ホルス卜・グラーベンが多数分布している。

陸側斜面では，急傾斜の斜面の途中，水深2,500m

～3,000mと6,000m～7,000m付近に幾つかのベン

チが認められ，特に下部ベンチ上には，比高500m

～800mの海丘が分布している。

(2）底質 （第 l表参照）

本海域てすま，チェーンパック式採泥器を使用し採

泥を実施した。採取した試料は次表のとおりである。

(3) 地磁気全磁力異常 （第 4図参照）

北西太平洋海盆では，北東部で初生的な海底拡大

の痕跡と考えられる地磁気の縞状異常が見られる

が，ほかでは周辺海域に比べて顕著な縞状の異常が

見られない。

上回海嶺（仮称）東部では，尾根の北側に－450nT

に達する負異常が，南側に150nTの正異常が認めら

れる。しかし同海嶺西部では，尾根部に正異常のみ

存在し，海嶺東部とは地磁気異常の分布状態が異

なっている。

海溝海側では，池磁気縞状異常が海溝軸で振幅を

減じながら陸側斜面まで超えて伸びており，太平洋

第 1表底質資料一覧表

底 質番号 年月 日 地形 採取位置 水深m 底質

0326D011 H4. 6. 20 小海丘 27・36.2’ 142・31.4’ 1, 4 2 3 Gr 

0326D012 H4. 6. 20 小 海 丘 27・36.4- 142・31.5- 1, 3 6 0 G 

0326D02 H4. 6. 20 小 海 丘 27・41.6’ 142・34.1’ 1, 7 3 0 Gr 

0326D031 H4. 6. 21 陸側斜面のj毎丘 27・21.0- 142・53.3- 3, 3 8 0 G 

0326D032 H4. 6. 2 1 陸側斜面のj毎丘 27・21.1’ 142・54.1’ 3, 4 7 0 G 

0326D041 H4. 6. 2 2 上回海嶺南東斜面 27・31.2’ 144・39.6’ 2, 5 6 0 Gr 

0326D042 H4. 6. 22 上回海嶺南東斜面 27・31.7’ 144' 39.9’ 2, 6 7 0 G 
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プレートがフィリピン海プレート下に沈み込んでい

る状況を示唆している。

(5) フリーエア重力異常 （第5図参照）

調査区域全般にわたって地形とほぽ対応してい

る。海域北部の伊豆・小笠原海溝には，－260mGalに

達するフリーエア負異常が存在する。海溝に伴う負

異常の中心は，ほぽ海溝軸の位置に一致している。

上回海嶺（仮称）上に最大175mGal，そのすぐ北

の父島海山に77mGalの正の異常が認められる。同

海嶺の周辺には，モートの存在を示すような顕著な

負の異常域は存在しない。

陸側斜面では，海溝軸より小笠原海備に向かつて

比較的単調にフリーエア異常が増加している。
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